
手話の世界と世界の手話言語☆入門
知のジムナスティクス科目

⼤阪⼤学⽂学部／⽂学研究科博⼠前期課程 国語学講義
2017年度 秋・冬学期 ⽊曜4限 （教室未定）

次の質問に○×で答えてください……

1. （ ）手話はジェスチャーの一種である。
2. （ ）手話には方言がある。
3. （ ）幼児は手話を自然に習得することができる。
4. （ ）日本手話は日本語の一種である。
5. （ ）手話は人間の（自然な）言語である。

（正解は裏面にあります）

手話と言語の関係について知りたくなったら、ぜひこの講義を
受けてください！第一線で活躍する手話研究の専門家が、手話
をめぐる問題についてやさしく説明します（詳細は裏面に）。

受講に関する問い合わせ：⼤阪⼤学⼤学院⽂学研究科教務係
講義内容に関する問い合わせ：⾦⽔ 敏 (kinsui@let.osaka-u.ac.jp)

菊澤律⼦「⼿話⾔語が開くコトバの研究の未来」『⺠博通信』2016 No.	155より。



基本情報
時間割コード 文学部 004217 (知のジムナスティックス科目)
文学研究科（博士前期）203504 (知のジムナスティックス科目)

開講区分(開講学期) 秋～冬学期
曜日・時間 木4
開講科目名 国語学講義
教室 未定
講師 菊澤 律子先生、他14名担当科目（ﾘﾚｰ講義）

手話言語学および関連分野の諸専門家によるリレー講義の形式で行います。トピックとしては、手話
の文法に関する基礎的な内容や言語習得や言語教育などの関連分野、また、手話の言語類型論などを
含みます。その他に、日本手話のみを用いた日本手話入門の時間を設け、視覚情報によるコミュニ
ケーションを実体験したり、翻訳や映像認識などに関わる工学系の研究における最新の研究成果や、
日本語と日本手話のバイリンガルに育つことが多いコーダ（ろう者を親にもつ聴こえる子供）に関す
る話題等、広い視点から「手話」を概観します。具体的な内容と日程については、授業計画参照のこ
と。なお授業は、日本語、英語、または日本手話で行われます。日本手話による講義には、音声日本
語への通訳がつきます。（第2回講義の日を除く。）

より詳細な情報については、KOANを御覧ください。
→表⾯ クイズの答え：×、○、○、×、○
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